
１．指定管理者名
２．指定期間

３．業務の範囲

配点 採点基準 分析、評価、指示等

15
仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、
仕様書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の
一部不実施（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点

仕様書以上　14点

・地域団体や学校と連携した事業を継続的に実施することができた。
・地域の要望に応えた出張講座については、出席手帳を作成し、皆勤表彰を設
け、参加者のモチベーションをあげることができた。
・地域の子ども会や保護者会などからの相談に応じ、イベント内容の提案、地域
講師の紹介など、公民館に期待される支援が行われている。

15

内容・事業数等が期待以上：15～12点、内容・事
業数等が例年通り：11～9点、内容・事業数等が例
年よりやや劣る：8～7点、内容・事業数等が例年よ
り劣る：6～3点、内容・事業数等が例年よりかなり
劣る　2～0点

期待以上　14点

・お茶のじかんですよ　健康スペシャルで実施した「減塩講座」は、保健センター
の健康調査も基に地域の実情を把握し、公民館たよりで紹介し、実施することが
できた説得力のある事業となり、大変評価できる。
・地域住民の力が活かされた事業を数多く実施することができた。それと同時に
地域住民の方の生きがいにもつながった。
・「みんなと一緒だと安心して講座に参加できる」の声で高齢化を問題意識の一
つとして捉えていただけた。

適正(普通)　2点
適正に実施されている。

適正(普通)　2点
適正に実施されている。

適正(普通)　2点
適正に実施されている。

適正(普通)　2点
適正に実施されている。

適正(普通)　2点
適正に実施されている。

得点

1
運営・利用状
況
（40点）

(1)利用状況(10点)

①施設の利用率(利用時間
/日数×営業時間)

5
平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～
95％：4点、95％未満～85％：3点、85％未満：2～0
点

評価項目 細目
年次報告書P50.51(利用率・利用人数）
※平均値比●％　＝（H27度実績）÷（過去4年間実績平均値））
大ホール：37.4％（平均値比91%　＝37.4%÷41.%）
研修室（1）：42.4%（平均値比110%　＝42.4%÷38.7%）
研修室（2）：40.8%（平均値比97%　＝40.8%÷41.9%）
和室（1）：32.9%（平均値比96%　＝32.9%÷34.3%）
和室（2）：25.2%（平均値比100%　＝25.2%÷25.1%）
料理実習室：10.6％（平均値比85%　＝10.6%÷12.4%）

②利用人数

(2)市の事業の企画・運営・実施状況（仕様書内）(15点)

5
平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～
95％：4点、95％未満～85％：3点、85％未満：2～0
点

(3)自主事業の企画・運営・実施(15点)

平成28年度（27年度実績）　総合評価書   　＜施設名　　多治見市養正公民館　＞

公益財団法人　多治見市文化振興事業団
平成２３年　４月　１日　～　平成２８年　３月３１日

（１）養正公民館の施設及び設備の維持管理に関すること。
（２）養正公民館の使用許可に関すること。
（３）使用料の徴収に関すること。
（４）公民館事業の実施に関すること。

４．採点表
実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入)

4点

平均値比(98％)=利用率(31.6％)÷32.2％（上記（2）適用）

3点

平均値比(94％)=利用人数(延べ47,015人)÷50,000人（上記（2）適用）

平均値比とは、当該評価対象年度の利用率を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用率の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用率の平均値(例：4年目の
場合は、1～3年目の平均利用率)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当である
と判断される場合　他の類似施設における利用率実績に所要の調整をして算出した値 105％未満～95％　4

点

年次報告書P５3～5９参照（文化事業一覧）
①公民館まつり
・養正公民館まつり　展示・バザー部門　　1,000人　　ステージ部門　600人
②地域意識醸成事業
・養正出張サロン　美坂６丁目女子会
・ふれあいランチタイム（養正校区青少年まちづくり市民会議、養成小学校との共催）
・地域で防災について学ぶ！「防災を考える日」　195人
・こころあったかクリスマスコンサート　サンタからのおくりもの（養正校区まちづくり市民会
議との共催）　１２０人
・もちつき＆カルタ取り大会（養正校区まちづくり市民会議との共催）４００人

14点

平均値比とは、当該評価対象年度の利用人数を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用人数の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用人数の平均値(例：4年目
の場合は、1～3年目の平均利用人数)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当である
と判断される場合　他の類似施設における利用人数実績に所要の調整をして算出した値 95％未満～85％　3

点

年次報告書P50.51(利用率・利用人数）
※平均値比●％　＝（H27度実績）÷（過去4年間実績平均値））
大ホール：17,757人（平均値比86%　＝17,757人÷20,550人）
研修室（1）：8,699人（平均値比107%　＝8,699人÷8,131人）
研修室（2）：8,456人（平均値比103%　＝8,456人÷8,217人）
和室（1）：5,932人（平均値比93%　＝5,932人÷6,381人）
和室（2）：5,282人（平均値比100%　＝5,282人÷5,308人）
料理実習室：889人（平均値比63%　＝889人÷1,413人）

年次報告書P５3～5９参照（文化事業一覧）
・ひよこのひろば（子育て支援）　１０回　257人
・養正こども大学　通年講座　10回　193人
・養正こども大学　11回　410人
・お友達と宿題をしよう　62回　251人
・サロン「お茶の時間ですよ」（毎週月曜日）　30回　1,527人
・養正・滝呂元気サロン（各全22回）
・養正まるごと大学(全10回）ほか

14点

2
施設管理状
況
(25点）

(1)施設管理業務の実
施状況（10点）

①清掃

10

年次報告書P61(維持管理業務)
施設内清掃（基準：毎日）を実施。

10点

②保守・点検
年次報告書P61(維持管理業務)
・消防設備保守点検（基準：年2回）･･･年2回実施
・空調機器設備保守点検（基準：年4回）･･･年4回実施

③保安・警備
機械警備業務を委託して実施（毎日）。

④小規模修繕
年次報告書P61,62(有償修理の内訳)
有償修理　全17件　総額　1,０９４,８３７円

⑤危険箇所の把握（施設の瑕疵）
館内及び敷地内、第二駐車場の巡視点検（毎日３回）

①チェック細目の丸数字の各項目を３段階評価す
る
　　（適正（普通）：2点、一部不備あり：1点、不備あ
り：0点）
②５項目の合計点とする。

※駐車場は、期待以上：8点、適正（普通）：6点、一
部不備あり：4点、不備あり2点

１



適正(普通)　2点
適正に実施されている。

適正(普通)　2点

適正に実施されている。

適正(普通)　2点

適正に実施されている。

適正(普通)　2点

適正に実施されている。

0
事故等への対応は減点対象とする（事故なし及び
事故等の対応に不備なし：0点、事故等対応に不
備あり：△1点）

事故なし・対応に不
備なし　0点

適正な対応がされている。

3 5 当該年度の収入÷支出が、105％以上：5点、
105％未満～100％：4点、100％未満：3点

100％未満　3点
事業収支は、97％となっているが、修繕の費用増によるもの。

より良い施設
運営のための
取組
(30点)

10 期待以上：10～8点、適正（普通）：7～5点、不備あ
り：4～1点

期待以上　9点

要望に対して、迅速かつ適正に対応している。

5
期待以上：5点、適正（普通）：4点、不備あり：3～1
点
※苦情なしは４点とする

苦情なし・適正(普通)
4点

苦情に対して、迅速かつ適正に対処している。

期待以上　15点 ・地域の高齢者、子ども達一人ひとりが公民館で活動でき、地域団体との連携
により地域全体で事業運営ができるよう提案されている。
・施設環境整備事業により、より良い施設に整備された。

2
施設管理状
況
(25点）

(2)その他管理業務の
実施状況（15点）

①文書管理

15

⑥事故等への対応

市に準拠した方法で管理している（ファイリングシステム）

11点

③バリアフリー

・動線の確保 ― 見通しのよい館内環境づくりで、混雑時の転倒事故防止
・車椅子の更新、分かりやすい場所へ設置（玄関風除室）
・一階南側出入口スロープ前、正面玄関スロープ周辺への駐車スペース確保
・和室１の洋式化（和室に合った机、椅子を設置し、高齢者向けに対応）

④備品管理

・職員全員が以下の点を注意しながら取り扱い、異常や故障には迅速な対処をしている。
貸出備品の点検、料理室器具、電気製品、吊物備品設備の点検、絵画備品の整頓
利便性や利用者ニーズに応える備品の選定、印刷機の故障防止（使用方法の説明案
内）

⑤個人情報保護

・多治見市文化振興事業団「個人情報保護方針」に基づいている
・個人情報記載物のシュレッダー処理または処分場への持込み
・広報やＨＰの掲載には、了承済み或いは個人特定できない写真を利用

①チェック細目の丸数字の各項目を４段階評価す
る
（期待以上：3点、適正（普通）：2点、一部不備あり：
1点、不備あり：0点）
②５項目の合計点とする。

②環境への配慮

１．安全対策、整理整頓、清潔、美化に努めた
・館内及び敷地内、第二駐車場の巡視点検（毎日３回実施）
・清掃専従員を週６日間配置し、清掃・美化に努めた
・非常階段、ポーチ、門柱などの黒ずみが著しい箇所を、職員の手作業により高水圧洗
浄機
で除去し、建物の外観保全を図った（薬剤を使用しない清掃）
・第二駐車場と周辺の環境保全（職員による定期除草・溝さらい清掃）
・工事期における利用者への周知（危険エリアと安全確保、駐車場案内）
・避難経路の維持確保、消防器具およびAEDの点検、防火点検
・環境への負荷が少ない備品を選定購入(リサイクル製品コピー機、LED照明)
・強風時の飛散物撤去と固定
・安全クッション設置で怪我防止（非常階段）
２．節電、暑さ対策として
・研修室、和室のシーリングライト、非常照明をLEDに更新
・緑のカーテン育成（ゴーヤ、あさがお）で和室、ロビーの清涼感を保持（夏場）
・共有スペースに利用者がない場合の空調オフや、夜間のロビーの水銀灯を５０％消灯
・麦茶の無料提供で熱中症予防（６月～１０月の毎日）
・和室１への室内カーテン取り付け（遮熱効果）
３．資源・リサイクル対策
・リサイクル製品のコピー機を選定購入（カーボンオフ）
・グリーン商品購入・裏紙の再利用
・芯なし、再生紙のトイレットロール使用
４．ポイ捨て防止やゴミつまり防止のため、外溝に蓋や網を設置
５．養正子ども大学における、環境学習講座の実施と、多治見市環境フェアへの参加

期待以上　3点

適正に実施されている。

第二駐車場出入り口のフェンスフレーム破損　⇒　破損者自身による修繕で原状復帰

0点

当該施設の経営状況
(5点)

①事業収支
収入21,２９４,３２２円÷支出21,８５６,３５２円＝９７％

3点

4

(1)市民・利用者の声
の反映
（15点）

①ニーズの把握・事業への反映

・古典文学に関する定期講座の継続→大人の知的好奇心探索「古典の世界～小林一
茶」講座を実施。
・美坂６丁目女子会より出張講座の依頼→１０歳若返る声を出す健康法をお届けした。
・和室の洋式利用（高齢者など、正座ができない方）→和室１に、和室畳用の机と椅子を
設置し、洋式化を図った。
・和室の畳が劣化　⇒全面の表替え実施。
・利用者が多い時、待ち時間にロビーで座る場所が不足→長いすを増設。
・ホール側南出入口へ傘立がほしい→購入設置済み
・研修室の机椅子の並べ方（戻す位置）が分からない→壁面に写真を掲示。

②苦情対応

・玄関脇のヒマラヤ杉が大きくなり上部が枯れている。見映えが悪いので、剪定してほし
い。→、業者に委託し、樹木上部の剪定を実施。
・屋外時計の遅れ→調整中の表示をし、大規模修繕とし、対処検討する。

・中庭整備 ― 中庭は常時、来館者駐車場として利用。雨天時の泥沼化を解消し、スリッ
プによる転倒防止のため改善が必要。
・エレベータの設置を提案。
・養正公民館までの道は、はじめて来館される方にとって分かりづらい公的施設案内看板
として、養正公民館の案内看板が設置されると良い。
・雨水タンク設置（節水対策）
・太陽光パネルの設置（節電）
・第二駐車場へ誘導看板の設置
○健康で元気に暮らせる（健康寿命を延ばす事業への取組み）
・「養正元気サロン」：軽運動の習慣化、効果の実感
・「健康フェスティバル」の実施（保健センター地区担当との協働）：健康意識向上
・「お茶の時間ですよ」：毎週月曜開催、生活情報提供、健康スペシャル、幼稚園児との交
流
・「防災を考える日」：地域連携事業
○親育ち４３６３事業の継続で、子育て世代をサポート
・「ひよこのひろば」：未就園児と保護者の子育て支援と仲間づくり、先輩ママボランティア

の活躍の場（読み聞かせ・子育て相談など）
・「養正子ども大学」：地域資源のフル活用で、地域の子どもの生きる力や郷土愛を育て
る。
・放課後の時間の充実：「まなびのひろば」小学生対象―地域ボランティアの見守り
○地域市民の生きがいづくりで、活性化を図ります（地域貢献の機会）
・地域ボランティアの育成支援事業の継続、地域のリーダー発掘・育成へ
・サークル化を見据えた事業の推進
・モニター制度を活用し、公民館活動への参画を促す流れを作り出します。
○地域の防災「防災を考える日」事業の継続実施で、地域住民のつながり、顔の見える
関係づくりを目指し、地域関係団体や学校との連携・協働により、地域力の向上を図る。
○出張講座の実施
市立公民館をもたない滝呂地区での、「滝呂元気サロン」の継続をはじめ、公民館から離
れている区域やニーズのある地域へ、地域づくりの協力支援を実施。
○施設環境整備事業の実施（1,089,720円）

(2)より良い施設運営・事業実施のための提案・姿勢
上記１～３の評価に反映されないその他の成果ポイ

ント（15点）

15 提案、姿勢、その他の成果ポイント（アピール）が
期待以上：15～12点、適正（普通）：11～9点、普通
未満～物足りない：8～0点

4点

9点

15点

１



0

提出書類の遅れ・不備に応じて減点対象とする
（遅れ・不備内容の程度により△1～△3点）
一部遅れ・不備あり(軽微)：△1、一部遅れ・不備あ
り(中程度)：△2、一部遅れ・不備あり(それ以下)：
△3

遅れ・不備なし　減点
なし

適正に実施されている。

0

指示への対応等に応じて減点対象とする（対応等
の内容により△1～△3点）
指示等なし・対応等が期待どおり：減点なし、対応
等が期待以下(軽微)：△1、対応等が期待以下(中
程度)：△2、対応等が期待以下(それ以下)：△3

指示等なし・対応等
が期待どおり　減点

なし

全体的な評価
・施設や施設の周りがきれいで清潔に保たれていることが目に見えてわかる。
・「減塩講座」の展開の仕方が、問題意識を持ってのもので、公民館たよりで地
域の実情を広報することもすばらしい。
・地域資源をよく理解し、フルに活用している。
・和室の洋式化は、高齢者向けによく考えられた結果だ。
・設備の故障等に対しては迅速な修繕を行っている。
・利用者の要望や苦情に真摯な態度で対応し、迅速に処理している。
・全体的な施設の管理運営については、概ね良好に行なわれている。

期待以上　15点 ・地域の高齢者、子ども達一人ひとりが公民館で活動でき、地域団体との連携
により地域全体で事業運営ができるよう提案されている。
・施設環境整備事業により、より良い施設に整備された。

4

0点

(2)市からの指示等への対応（報告書類の提出以
外）等

なし

0点

・中庭整備 ― 中庭は常時、来館者駐車場として利用。雨天時の泥沼化を解消し、スリッ
プによる転倒防止のため改善が必要。
・エレベータの設置を提案。
・養正公民館までの道は、はじめて来館される方にとって分かりづらい公的施設案内看板
として、養正公民館の案内看板が設置されると良い。
・雨水タンク設置（節水対策）
・太陽光パネルの設置（節電）
・第二駐車場へ誘導看板の設置
○健康で元気に暮らせる（健康寿命を延ばす事業への取組み）
・「養正元気サロン」：軽運動の習慣化、効果の実感
・「健康フェスティバル」の実施（保健センター地区担当との協働）：健康意識向上
・「お茶の時間ですよ」：毎週月曜開催、生活情報提供、健康スペシャル、幼稚園児との交
流
・「防災を考える日」：地域連携事業
○親育ち４３６３事業の継続で、子育て世代をサポート
・「ひよこのひろば」：未就園児と保護者の子育て支援と仲間づくり、先輩ママボランティア

の活躍の場（読み聞かせ・子育て相談など）
・「養正子ども大学」：地域資源のフル活用で、地域の子どもの生きる力や郷土愛を育て
る。
・放課後の時間の充実：「まなびのひろば」小学生対象―地域ボランティアの見守り
○地域市民の生きがいづくりで、活性化を図ります（地域貢献の機会）
・地域ボランティアの育成支援事業の継続、地域のリーダー発掘・育成へ
・サークル化を見据えた事業の推進
・モニター制度を活用し、公民館活動への参画を促す流れを作り出します。
○地域の防災「防災を考える日」事業の継続実施で、地域住民のつながり、顔の見える
関係づくりを目指し、地域関係団体や学校との連携・協働により、地域力の向上を図る。
○出張講座の実施
市立公民館をもたない滝呂地区での、「滝呂元気サロン」の継続をはじめ、公民館から離
れている区域やニーズのある地域へ、地域づくりの協力支援を実施。
○施設環境整備事業の実施（1,089,720円）

(2)より良い施設運営・事業実施のための提案・姿勢
上記１～３の評価に反映されないその他の成果ポイ

ント（15点）

15 提案、姿勢、その他の成果ポイント（アピール）が
期待以上：15～12点、適正（普通）：11～9点、普通
未満～物足りない：8～0点

15点

合計 85

【４段階評価】
極めて良好　　　　100～85点
良好　　　　　　　　　84～65点
努力が必要　　　　 64～45点
取消し等を検討　　44点以下

合計87点

極めて良好

5 その他
(減点方式）

(1)報告書類の提出状況

適正に実施されている

１


